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地震・津波発生を想定し、裏山へ避難する児童（7月11日、津覇小学校の様子）
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第5回定例会上程議案

外国人登録法等の関連法令廃止に伴う条例改正

平成
24年

第6回臨時議会
平成
24年

～中城村議会で決めたこと～

可
決議

案
第
30

号

中城村印鑑条例の
一部を改正する条例

可
決議

案
第
31

号

中城村手数料徴収条例の
一部を改正する条例

可
決議

案
第
32

号 中城村重度心身障害者（児）
医療費助成に関する条例の一部を
改正する条例

採
択決

議
第
3号 米海兵隊の垂直離着陸輸送機

「MV22オスプレイ」の普天間
飛行場配備計画に断固反対する決議

採
択発

議
第
1号 国道329号中城小学校バス停

付近における歩道橋設置要請

採
択意

見
書
第

3号 米海兵隊の垂直離着陸輸送機
「MV22オスプレイ」の普天間
飛行場配備計画に断固反対する意見書

可
決議

案
第
33

号

中城村国民健康保険条例の
一部を改正する条例

可
決議

案
第
36

号 平成24年度中城村一般会計補正予算（第1号）

4,609万4千円を追加
56億9,306万3千円になる

可
決議

案
第
35

号 沖振特借法の一部を改正する法律に伴う条例改正

中城村固定資産税の課税免除等の特例
に関する条例の一部を改正する条例

可
決議

案
第
34

号 地方税法等の一部を改正する法律に伴う条例改正

中城税条例の一部を改正
する条例

報
告報

告
第
3号

平成 23 年度中城村一般会計
繰越明許費繰越計算書の報告

適
任諮

問
第
3号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

安里　清市 氏（新垣）

報
告報

告
第
4号 平成 23 年度中城村土地区画整理事業

特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

平成24年6月8日

平成24年7月9日

教えてください

　　ぎかいのこ
と

なぜ定例会と臨時会で分けてや

るのでしょうか？一度でやって

しまえば効率的と思うのです

が・・・

定例会は3月 6月 9月 12月 に通常
招集されて開催されますが、今

回のオスプレイ配備の反対決議

など、緊急の案件や補正予算案、

条例改正など定例会に間に合わ

ない時は招集され臨時会が開か

れます。
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新　垣　徳　正　議員

議
員
　
琉
球
史
を
学
ぶ
歴
史

資
料
館
、
図
書
館
整
備
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

村
長
　
護
佐
丸
歴
史
資
料
館
、

図
書
館
の
建
設
準
備
委
員
会

で
場
所
、
規
模
、
金
額
的
な

部
分
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

議
員
　
津
波
時
の
避
難
用
タ

ワ
ー
を
兼
ね
た
複
合
施
設
の

整
備
の
事
業
計
画
は
。

企
画
課
長
　
歴
史
資
料
図
書

館
と
防
災
タ
ワ
ー
と
し
て
の

機
能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施

設
の
整
備
の
事
業
計
画
で
す
。

現
在
は
一
カ
所
。

議
員
　
沖
縄
で
地
震
の
際
、

津
波
が
発
生
す
る
の
は
三
十

分
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
勘
案
し
て
そ
の
範
囲
内

で
避
難
で
き
る
防
災
タ
ワ
ー

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
善
処
方
を
。

議
員
　
植
栽
の
種
類
、
本
数

の
変
更
等
は
。

教
育
総
務
課
長
　
コ
バ
テ
イ

シ
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
ホ
ル
ト

ノ
キ
、
ア
コ
ウ
の
よ
う
な
日

陰
の
で
き
る
樹
木
を
考
え
て

お
り
十
一
本
予
定
。

議
員
　
前
々
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
化
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
。
芝
生
化
を
決
定
し

て
頂
い
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
。

議
員
　
校
歌
、
校
章
等
を
伺

い
ま
す
。

教
育
総
務
主
幹
　
五
月
三
一

日
に
設
置
し
た
開
校
準
備
委

員
会
の
校
章
、
校
歌
部
会
で

検
討
す
る
。

議
員
　
小
学
校
周
辺
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
の
件
は
。

都
市
建
設
課
長
　
糸
蒲
公
園

前
、
沖
縄
電
力
変
電
所
前
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
パ
イ
プ
設
置

の
必
要
性
は
十
二
分
理
解
し

設
置
す
る
。

議
員
　
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

都
市
建
設
課
長
　
今
年
九
月

完
了
す
る
予
定
で
す
。

議
員
　
横
断
歩
道
（
線
引
き
）

の
件
は
。

住
民
生
活
課
長
　
糸
蒲
公

園
か
ら
琉
大
東
口
へ
向
け

た
交
差
点
六
ｍ
道
路
の
両

横
断
歩
道
は
関
係
課
と
調

整
し
早
め
に
設
置
し
て
い

き
た
い
。
九
ｍ
道
路
は
急

カ
ー
ブ
で
危
険
に
な
ら
な

い
か
近
々
に
関
係
機
関
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。
一
号
公

園
前
の
Ｔ
字
路
交
差
点
は

歩
道
整
備
後
検
討
す
る
。

議
員
　
サ
ン
エ
ー
前
の
十

字
路
の
信
号
機
に
つ
い
て

右
折
可
能
な
機
種
に
変
更

要
請
を
す
べ
き
で
は
。

住
民
生
活
課
長
　
二
三
年

六
月
十
三
日
付
で
宜
野
湾

署
へ
要
請
書
を
提
出
し
署

の
方
で
は
信
号
の
サ
イ
ク

ル
時
間
を
調
整
し
て
対
応

し
て
い
る
。
そ
こ
の
交
差

点
は
交
通
量
が
増
す
ば
か

り
で
機
会
あ
る
ご
と
に
改

良
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
計
画
は
。

企
画
課
長
　
す
で
に
一
次
、

二
次
分
の
事
業
計
画
を
沖
縄

県
に
提
出
し
て
居
り
ま
す
。

一
次
分
の
中
で
は
、
吉
の
浦

会
館
施
設
の
強
化
整
備
事
業
、

通
園
、
通
学
バ
ス
の
整
備
強

化
事
業
等
、
六
の
事
業
を
計

画
、
二
次
分
に
つ
い
て
は
護

佐
丸
歴
史
資
料
館
、
図
書
館

建
設
事
業
、
中
城
護
佐
丸
島

む
ん
農
業
活
性
化
事
業
な
ど

五
つ
の
事
業
、
さ
ら
に
幸
福

な
福
祉
村
づ
く
り
と
し
ま
し

て
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

な
ど
六
つ
の
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
暮
ら
し

や
す
い
環
境
を
作
る
事
業
と

し
て
、
公
共
料
金
の
コ
ン
ビ

ニ
で
の
納
付
が
可
能
に
な
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
予
定
し

て
い
る
所
で
す
。

村
長
　
一
括
交
付
金
は
沖
縄

ら
し
さ
と
言
う
の
が
大
義
名

分
で
す
の
で
、
本
村
に
於
い

て
は
護
佐
丸
公
を
目
玉
と
し

て
、
防
災
タ
ワ
ー
を
兼
備
し

た
歴
史
資
料
館
、
図
書
館
の

建
設
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員
　
本
村
へ
の
交
付
金
の

配
分
額
は
。

企
画
課
長
　
平
成
二
四
年
度

分
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト
事

業
分
で
四
億
円
、
ハ
ー
ド
事

業
分
で
約
三
億
三
千
万
円
で

ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
交
付
金
事
業
の
計
画
、

策
定
は
ど
の
様
に
進
め
ら
れ

る
の
か
。

企
画
課
長
　
村
の
第
四
総
合

計
画
で
掲
げ
た
施
策
の
実
施

実
現
に
向
け
た
事
業
、
策
定

段
階
で
出
さ
れ
た
住
民
ニ
ー

ズ
に
反
映
で
き
そ
う
な
事
業

に
つ
い
て
、
必
要
性
、
重
要

性
、
緊
急
性
等
も
含
め
、
事

業
内
容
が
交
付
目
的
に
合
致

し
て
い
る
か
、
県
担
当
部
局

と
調
整
を
行
っ
た
後
、
関
係

市
町
村
の
事
業
担
当
課
と
調

整
を
行
う
事
に
な
っ
て
い
る
。

村
長
施
策
は
も
と
よ
り
、
優

先
順
位
を
付
け
、
全
庁
的
、

全
職
員
が
関
わ
る
よ
う
な
形

で
計
画
立
案
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　
発
電
所
施
設
か
ら
発

生
し
た
低
周
波
振
動
問
題
で

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

村
長
　
今
回
の
件
は
地
域
住

民
に
不
安
を
与
え
、
企
業
の

言
う
安
心
安
全
に
関
し
大
き

な
疑
問
符
が
付
い
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
非
常
に
大
き

な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
沖
縄
電
力
に
対
し
て

は
こ
の
よ
う
な
事
が
絶
対
な

い
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
、

村
民
に
し
っ
か
り
と
し
た
安

心
、
安
全
を
保
障
し
て
い
く

よ
う
求
め
、
行
政
の
監
視
制

度
を
高
め
て
い
く
よ
う
努
め

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
居
り

ま
す
。

仲　座　　　勇　議員

一括交付金

沖縄振興
一括交付金事業

中
城
南
小
学
校

吉
の
浦
発
電
所
関
連

交
　
通
　
安
　
全

平
成
二
四
年

六
月
定
例
議
会

一
般
質
問
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仲　眞　功　浩　議員

新　垣　善　功　議員

議
員
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
、
早
急
な
建
設
を
要
望

す
る
声
が
多
い
。
中
学
校
の

プ
ー
ル
建
設
計
画
は
。

教
育
総
務
課
長
　
管
理
棟
の

屋
上
、
国
道
沿
い
の
駐
車
場
の

一
角
、
体
育
館
に
隣
接
し
た
運

動
場
、
職
員
駐
車
場
に
設
置
す

る
等
の
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
問
題
が
あ
り
断
念
し

た
。
現
在
、
技
術
教
室
棟
の
一

角
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
、
補
助
事
業
や

防
音
工
事
補
助
金
返
還
等
の
兼

ね
合
い
で
課
題
が
あ
る
。
今
後

は
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
探
っ
て

最
優
先
の
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
具
体
的
な
プ
ー
ル
の

建
設
計
画
は
全
く
な
い
と
い

う
考
え
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

教
育
総
務
課
長
　
今
現
在
、

場
所
と
か
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ま
だ
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
大
変
悲
し
い
現
実
で

す
。 

吉
の
浦
運
動
公
園
近
く

に
あ
っ
た
プ
ー
ル
を
撤
去
す

る
と
き
（
平
成
一
五
年
）
に
、

中
学
校
に
プ
ー
ル
を
必
ず
つ

く
る
と
い
う
約
束
を
し
な
が

ら
、
全
く
何
も
や
っ
て
い
な

い
と
い
う
証
拠
の
現
わ
れ
だ
。

議
員
　
「
（
中
学
校
で
も
プ

ー
ル
を
）
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

高
学
年
に
な
り
、
泳
ぎ
の
距

離
を
と
て
も
伸
ば
し
て
い
た

の
に
、
続
け
ら
れ
な
い
こ
と

で
子
供
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
る
」
、
「
子
供
は
授
業

で
水
泳
が
な
い
の
で
、
よ
そ

の
中
学
校
も
考
え
た
」
と
い

う
よ
う
な
、
ほ
ん
と
に
深
刻

な
訴
え
が
あ
る
。
教
育
長
は

こ
の
よ
う
な
保
護
者
の
悲
痛

な
思
い
を
ど
う
思
う
か
。
私

は
す
ぐ
解
決
で
き
る
問
題
だ

と
思
っ
て
い
る
。
や
る
気
が

あ
れ
ば
。

教
育
長
　
中
学
校
に
は
プ
ー

ル
が
あ
っ
て
当
り
前
が
五
四

％
、
高
校
で
子
供
た
ち
が
困

る
か
ら
が
五
一
％
の
点
に
、

教
育
委
員
会
に
い
る
者
と
し

て
大
変
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

（
学
校
の
）
敷
地
外
に
用
地

を
求
め
て
い
く
か
ど
う
か
、

ま
た
庁
舎
が
移
転
し
た
際
に

は
ぜ
ひ
プ
ー
ル
を
先
に
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
今
年
度
か
ら
武
道
と

ダ
ン
ス
の
授
業
が
必
修
と
な

る
が
、
本
村
の
対
応
は
ど
う

な
る
の
か
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
武
道
に

関
し
て
は
空
手
、
ダ
ン
ス
は

現
代
的
な
ダ
ン
ス
で
対
応
し

て
い
く
予
定
で
す
。

議
員
　
子
供
た
ち
の
間
で
は

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
と
か

に
非
常
に
興
味
が
あ
り
期
待

し
て
い
る
と
の
話
も
あ
る
。

子
供
た
ち
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
選
択
し
て
頂
き
た
い
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
中
学
校

の
父
母
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

ない！プールの
建設計画は

議
員
　
現
在
、
自
治
会
長

が
事
務
委
託
者
と
し
て
村

と
契
約
を
交
わ
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
費
用
は
年
間

で
五
千
四
百
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
は
、
全
く
と
言

っ
て
い
う
程
そ
の
制
度
効

果
は
出
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

臨
時
職
員
並
の
委
託
料
を

支
払
っ
て
い
る
が
、
そ
の

事
務
委
託
の
量
及
び
活
用
は
、

制
度
の
趣
旨
に
か
な
っ
て

い
る
か
私
は
甚
だ
疑
問
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

制
度
の
見
直
し
を
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
真
摯
に
耳
を
傾
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
費
用

対
効
果
を
し
っ
か
り
調
査
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
事
務
委
託
者

は
自
治
会
長
と
な
っ
て
い

ま
す
地
域
住
民
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
は
必
要
で

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
職
員
は
現
場
で

の
指
揮
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、

日
頃
か
ら
防
災
知
識
、
教
育
、

訓
練
は
身
に
つ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
村
民
の
生
命
、

財
産
は
守
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
去
る
五
月
二
十
三

日
の
防
災
講
演
会
へ
の
職

員
の
参
加
が
少
な
い
の
と

村
民
の
参
加
も
少
な
か
っ

た
こ
と
は
、
反
省
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
、

そ
こ
で
職
員
に
対
す
る
防

災
教
育
と
訓
練
は
実
施
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
防
災
講
演
会

へ
の
職
員
の
参
加
者
は
四

十
名
余
り
で
し
た
。
災
害

が
発
生
し
た
際
、
職
員
が

中
心
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
の
は
当
然
で
、
議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
通
り
と
思
い

ま
す
。
職
員
に
対
す
る
防

災
訓
練
は
、
平
成
二
十
四

年
二
月
に
総
務
課
を
中
心

と
し
た
県
と
の
協
力
体
制

の
中
で
、
各
班
へ
の
指
示
、

報
告
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
等

に
つ
い
て
の
合
同
訓
練
は

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
定
期
的
に
防
災
教

育
、
訓
練
は
実
施
し
な
い

と
、
い
ざ
と
い
う
時
、
村

民
の
生
命
財
産
は
守
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
地
図
の

上
で
の
訓
練
も
実
施
し
て
、

職
員
の
防
災
知
識
、
教
育
、

訓
練
の
向
上
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。

事務委託制度の
見直し

深
刻
な
保
護
者
の
声

職
員
に
対
す
る

防
災
教
育
と
訓
練

新
学
習
指
導
要
領

へ
　
の
　
対
　
応
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議
員
　
五
月
三
日
に
お
き

た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
吉
の
浦
火
力
発

電
所
か
ら
の
低
周
波
の
影

響
で
付
近
住
民
に
大
き
な

不
安
を
与
え
た
。
グ
ラ
ン

ド
フ
レ
ア
か
ら
十
メ
ー
ト

ル
以
上
の
炎
が
噴
き
出
し
、

家
の
た
て
具
が
ガ
タ
ガ
タ

と
音
を
た
て
た
。
あ
る
人

は
自
宅
の
頭
上
を
ヘ
リ
が

旋
回
し
て
い
る
の
か
と
思

っ
た
と
い
う
。
運
転
開
始

前
に
起
こ
っ
た
今
度
の
件
、

今
後
こ
の
よ
う
な
問
題
が

起
こ
っ
た
場
合
、
二
次
・

三
次
の
安
全
対
策
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
。

村
長
　
今
後
こ
う
い
う
事
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
監
督
指
導
し
て
い
き
た
い
。

情
報
の
開
示
と
改
善
策
を
し

っ
か
り
見
て
い
き
た
い
。

企
業
・
観
光
課
長
　
不
測

の
事
態
に
迅
速
に
的
確
に

対
処
で
き
る
よ
う
事
前
準

備
態
勢
を
整
え
る
。
電
力

と
情
報
交
換
を
密
に
し
、

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

監
視
体
制
を
強
化
す
る
。

議
員
　
低
周
波
問
題
に
対

し
泊
、
久
場
は
総
会
に
お

い
て
、
電
力
に
対
し
抗
議

決
議
を
し
、
五
月
二
四
日

に
電
力
本
社
に
て
抗
議
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
村
当
局
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
た
か
。

企
業
・
観
光
課
長
　
村
と

し
て
沖
縄
電
力
、
吉
の
浦

火
力
発
電
所
長
に
原
因
究

明
と
早
期
改
善
、
及
び
地

域
へ
の
謝
罪
と
説
明
を
行

う
よ
う
申
し
上
げ
早
急
に

地
域
と
の
信
頼
関
係
が
図

れ
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

議
員
　
発
電
所
を
誘
致
す

る
時
、
村
当
局
は
村
の
カ

ン
フ
ル
剤
に
な
り
、
雇
用

が
増
え
、
地
域
が
活
性
化
し
、

村
全
体
が
潤
う
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
宣
伝
を

し
た
。
住
民
へ
の
安
全
対

策
な
く
し
て
企
業
誘
致
は

あ
り
え
な
い
。
地
元
は
常

に
爆
発
の
危
険
性
を
抱
え

て
生
活
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
も

爆
発
が
起
こ
っ
た
時
、
住

民
は
な
す
す
べ
は
あ
る
の
か
、

万
一
の
時
ど
う
い
っ
た
被

害
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
範
囲

に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
不

安
で
す
。
安
全
神
話
の
あ

っ
た
原
発
も
あ
の
よ
う
な

大
き
な
事
故
を
お
こ
し
ま

し
た
。
村
、
地
域
、
沖
縄

電
力
が
三
者
協
議
会
を
立

ち
上
げ
防
災
対
策
、
避
難

対
策
等
、
万
全
の
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
。

安　里　ヨシ子　議員

吉の浦火力発電所と
生活環境問題

　　

議
員
　
低
周
波
振
動
の
影
響

で
発
電
所
近
隣
の
住
宅
及
び

住
民
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が

起
き
た
か
。

企
業
・
観
光
課
長
　
住
宅
の
窓
ガ

ラ
ス
、
建
具
等
の
振
動
や
健
康
面

で
は
め
ま
い
、
吐
き
気
、
耳
鳴
り
、

テ
レ
ビ
の
電
波
障
害
、
安
眠
で
き

な
い
等
々
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
に
は
大
変
不
安
を
与
え
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
同
問
題
に
対
す
る
沖

縄
電
力
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
。

企
業
・
観
光
課
長
　
沖
縄
電

力
は
、
近
隣
住
民
へ
直
接
お

詫
び
し
、
チ
ラ
シ
の
配
布
を

行
っ
た
が
、
住
民
か
ら
は
専

門
的
な
用
語
が
多
く
、
分
か

り
に
く
い
と
言
う
苦
情
が
あ

り
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
十
一
月
に
発
電
所
一

号
機
の
営
業
運
転
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
の
問
題

に
鑑
み
、
村
当
局
は
ど
う
対

応
し
て
い
く
考
え
か
。

企
業
・
観
光
課
長
　
二
度

と
発
電
所
か
ら
こ
の
よ
う

な
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
村
と
し

て
は
、
地
域
住
民
と
一
緒

に
な
っ
て
、
監
視
体
制
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
久
場
勢
頭
原
に
あ
る

河
川
は
平
成
二
十
年
三
月
三

十
日
未
明
に
土
砂
災
害
が
起

き
て
お
り
ま
す
。
県
及
び
村

か
ら
二
回
に
亘
り
、
治
山
事

業
導
入
の
説
明
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
実
施

計
画
で
対
策
が
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

農
林
水
産
課
長
　
本
事
業
は

整
備
区
域
を
保
安
林
に
指
定

す
る
必
要
が
あ
る
事
と
、
用

地
買
収
等
が
な
い
事
か
ら
地

権
者
全
員
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
、
平
成
二
十
三
年
度
の
事

業
採
択
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
も
県
の
南
部
林

業
事
務
所
と
の
協
議
及
び
地

権
者
と
の
交
渉
を
継
続
し
、

早
期
に
事
業
採
択
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

議
員
　
賀
武
道
線
及
び
久
場

崎
線
は
同
様
な
亀
裂
が
起
き

て
い
ま
す
。
抜
本
的
な
改
善

は
。

都
市
建
設
課
長
　
中
部
土
木

事
務
所
の
職
員
と
現
地
調
査

を
行
っ
た
が
、
地
す
べ
り
対

策
事
業
で
認
定
し
て
事
業
を

採
択
す
る
の
は
現
状
で
は
厳

し
い
と
の
こ
と
で
、
当
面
は

維
持
管
理
の
範
囲
で
管
理
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
賀
武
道
線
と
久
場
崎

線
を
直
線
で
結
ん
だ
線
上
に

土
砂
崩
落
が
起
き
て
い
る
。

因
果
関
係
を
調
査
し
た
事
は

あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
調
査
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

治
山
治
水
の
関
連
で
農
林
水

産
課
と
連
携
し
、
調
査
費
の

確
保
に
努
め
て
ま
す
。

発電所建設と
　安心・安全な
　　生活環境問題

土
砂
崩
壊
対
策
と

道
　
路
　
改
　
善



議
員
　
昨
年
三
月
定
例
会

で
質
問
し
た
津
覇
か
ら
和

宇
慶
に
入
る
旧
県
道
か
ら

北
浜
に
至
る
道
路
沿
い
の

通
称
饒
波
川
に
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
問
題
で
、
当

局
は
現
場
を
確
認
し
て
泥

留
が
な
い
よ
う
に
管
理
し

て
い
く
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
い
ま
だ
に
何
も
し

て
い
な
い
が
、
今
後
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長
　
八
年
前
に

浚
渫
し
た
が
、
今
年
は
上
流

部
の
一
部
を
対
策
し
た
い
。

今
年
度
四
自
治
会
か
ら
、
浚

渫
の
要
請
が
あ
り
、
現
場
状

況
を
確
認
し
て
優
先
的
な
所

か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。
土

砂
を
隣
接
す
る
畑
に
入
れ
る

対
応
を
考
え
て
い
る
の
で
、

地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
北
浜

自
治
会
の
今
年
度
の
要
望

に
三
排
水
路
あ
る
が
、
氾

濫
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は

年
次
的
に
対
応
し
た
い
。

議
員
　
河
川
の
管
理
状
況

と
し
て
、
和
宇
慶
土
地
改

良
区
や
当
間
土
地
改
良
区

等
、
現
場
を
見
廻
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長
　
土
地
改

良
区
の
排
水
路
は
都
市
建

設
課
の
方
で
、
月
二
回
の

パ
ト
ロ
ー
ル
で
確
認
し
て

メ
モ
し
て
い
る
。

議
員
　
各
自
治
会
か
ら
出

て
い
る
要
望
書
に
沿
っ
て

早
目
に
整
備
し
て
い
く
よ

う
要
望
す
る
。

議
員
　
観
光
の
目
玉
と
な

る
中
城
城
跡
に
中
城
城
の

復
元
も
視
野
に
入
れ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。
村

長
の
見
解
を
伺
う
。

村
長
　
復
元
に
つ
い
て
は
数
々

の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
一

つ
の
提
案
と
し
て
考
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
中
城
城

に
関
し
て
は
参
考
に
な
る

古
図
、
文
献
は
残
っ
て
お

ら
ず
、
ペ
リ
ー
探
検
隊
が

残
し
た
中
城
城
跡
の
平
面

測
量
図
や
、
昭
和
初
期
の

写
真
で
、
瓦
葺
き
平
屋
の

民
家
風
の
番
所
、
役
場
の

建
物
の
記
録
が
残
っ
て
い

る
程
度
で
あ
り
、
城
の
復

元
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

議
員
　
復
元
も
夢
の
よ
う

な
話
で
は
あ
る
が
、
発
掘

調
査
が
大
体
五
、
六
年
か

か
る
と
思
う
。
公
園
事
業

が
終
わ
る
前
に
こ
う
い
う

案
を
国
、
県
に
要
請
し
て
、

世
界
遺
産
で
あ
る
中
城
か

ら
こ
う
い
う
発
想
を
持
っ

て
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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一

括

交

付

金

　　

仲宗根　　哲　議員

議
員
　
職
員
の
み
ず
か
ら
の

創
意
に
基
づ
く
建
設
的
な
提

案
を
求
め
、
事
務
能
率
の
向

上
、
経
費
の
節
減
、
村
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
職
員
の
提
案

制
度
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
提
案
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か

伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
本
村
に
お
い
て

は
提
案
制
度
の
要
綱
が
つ
く

ら
れ
て
な
い
の
で
、
現
在
記

録
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
事

務
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
等
は
庁
議
で
も
話
し
合
わ

れ
て
お
り
、
公
用
車
の
管
理
、

パ
ソ
コ
ン
の
一
括
管
理
・
昼

食
時
の
窓
口
の
対
応
等
、
業

務
拡
大
等
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

議
員
　
提
案
制
度
の
要
綱
も

つ
く
っ
て
、
提
案
制
度
も
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
十
年
間
一
括
交
付
金
も
あ

り
ま
す
の
で
、
職
員
の
知
恵
、

村
民
の
ア
イ
デ
ア
等
も
活
用

し
て
、
一
括
交
付
金
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
待
機
児
童
の
解
消
を

図
る
た
め
、
認
可
保
育
園
の

設
置
や
、
認
可
外
保
育
園
の

認
可
化
の
促
進
も
積
極
的
に

進
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
子
育
て
支
援
は
非
常

に
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
村
に
お
い
て
も
、
来
年
四

月
に
津
覇
の
認
可
外
保
育
園

が
認
可
に
な
る
予
定
で
あ
り
、

新
垣
第
三
保
育
園
も
民
営
化

に
な
る
予
定
で
あ
り
、
南
上

原
に
あ
と
一
園
申
請
が
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
三
年

以
内
に
は
三
カ
所
の
認
可
園

が
で
き
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

議
員
　
認
知
症
の
お
年
寄
り

が
、
毎
日
ど
の
よ
う
な
生
活

を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
家

族
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
、
実
体
を
調
査
す
べ
き
だ

と
思
う
が
そ
う
す
れ
ば
、
家

族
へ
の
ケ
ア
も
十
分
で
き
る

と
思
う
が
実
態
調
査
を
し
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
実
態
調
査
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
介
護

の
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
、

窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て
も

ら
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家

庭
を
廻
っ
て
認
知
症
な
の
か
、

ほ
か
の
介
護
な
の
か
聞
い
て

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
　
認
知
症
予
防
の
た
め

に
も
、
住
民
検
診
の
中
で
聴

覚
検
診
も
導
入
す
べ
き
と
思

う
が
。

健
康
保
険
課
長
　
財
政
的
な

も
の
も
含
め
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
以
前
か
ら
地
域
か
ら

要
望
の
あ
る
、
津
覇
九
〇
一

番
地
前
の
排
水
路
の
整
備
、

ま
た
一
七
八
番
地
横
の
道
路

の
改
善
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長
　
排
水
路
に

つ
い
て
は
補
助
メ
ニ
ュ
ー
等

を
模
索
し
な
が
ら
整
備
で
き

な
い
か
進
め
て
い
き
た
い
。

道
路
に
つ
い
て
は
一
部
舗
装

が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新　垣　健　二　議員

行政改革

河川の管理状況

安
心
・
安
全
な

地

域

づ

く

り
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議
員
　
村
の
下
半
期
の
財

政
状
況
の
公
表
は
、
三
月

末
現
在
の
数
値
を
そ
の
ま

ま
公
表
し
て
い
る
。
決
算

の
数
値
で
公
表
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
課
長
　
財
政
事
情
の

公
表
は
、
決
算
の
数
値
を

公
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、

行
政
運
営
が
常
に
村
民
の

関
心
と
協
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
執
行
中
の

暫
定
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

議
員
　
広
報
な
か
ぐ
す
く

一
八
〇
号
に
今
年
度
予
算

の
あ
ら
ま
し
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
一
ペ
ー
ジ
弱

の
内
容
で
、
特
別
会
計
も

合
計
の
み
の
表
示
と
な
っ

て
い
る
。
施
政
方
針
を
受

け
て
の
予
算
説
明
に
し
て

は
丁
寧
さ
が
足
り
な
い
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

企
画
課
長
　
広
報
誌
と
い
う

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
村
民

に
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
四

月
発
行
の
広
報
誌
は
施
政
方

針
を
は
じ
め
、
掲
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
記
事
が
多
く
、

現
在
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
施
政
方
針

を
抜
粋
し
て
掲
載
し
、
予
算

の
説
明
を
多
く
す
る
方
法
や
、

複
数
月
に
ま
た
が
っ
て
予
算

説
明
を
掲
載
す
る
方
法
な
ど
、

村
民
の
皆
様
が
わ
か
り
や
す

い
方
法
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
配
布
し
た
資
料
の

よ
う
に
二
ペ
ー
ジ
で
で
も

か
な
り
丁
寧
な
予
算
説
明

が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

冊
子
に
し
て
、
担
当
課
単
位
、

あ
る
い
は
基
本
構
想
に
基

づ
く
施
策
ご
と
に
、
各
種

実
体
事
業
の
概
要
や
事
業

費
な
ど
を
掲
載
す
る
方
法

な
ど
ぜ
ひ
積
極
的
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

議
員
　
昨
年
、
自
治
会
よ

り
要
請
し
た
滑
る
歩
道
の

排
水
対
策
や
交
差
点
の
改

良
計
画
に
つ
い
て
、
今
年

度
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
。

都
市
建
設
課
長
　
歩
道
へ

流
れ
込
む
水
に
よ
り
発
生

し
た
コ
ケ
等
に
よ
る
滑
り

防
止
対
策
工
事
を
昨
年
は

八
〇
ｍ
実
施
し
た
。
引
き

続
き
維
持
管
理
に
よ
る
清
掃
、

排
水
整
備
等
で
今
年
度
も

施
工
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
交
差
点
の
改
良
に

つ
い
て
は
、
原
建
設
工
業

前
の
交
通
島
、
い
わ
ゆ
る

中
央
分
離
帯
の
一
部
改
良

を
維
持
管
理
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

与那覇　朝　輝　議員

村の財政公表

議
員
　
防
災
無
線
の
改
善
点
、

普
及
状
況
は
。

総
務
課
長
　
ア
ナ
ロ
グ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
に
改
善
さ
れ
、
全

域
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
体
制

を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員
　
そ
の
間
ア
ナ
ロ
グ
と

一
体
化
し
た
シ
ス
テ
ム
に
す

れ
ば
全
地
域
使
え
る
と
思
う
が
。

総
務
課
長
　
両
方
使
え
る
よ

う
な
体
制
を
く
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
は
。

総
務
課
長
　
平
成
六
年
に
策

定
さ
れ
た
が
、
今
年
度
見
直

し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
住
民
に
も
自
主
防
災
の

責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た

防
災
計
画
書
の
作
成
を
提
案
す

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
警
察
・

消
防
等
を
巻
き
込
ん
だ
訓
練
を

す
で
に
予
定
し
て
い
る
が
、
村

執
行
部
・
総
務
が
主
管
と
な
っ

て
地
域
も
一
緒
に
現
実
的
な
防

災
訓
練
を
提
案
し
た
い
。

総
務
課
長
　
今
後
、
考
え
て

い
き
た
い
。

議
員
　
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
の
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
学
校
に
配
置

し
て
学
習
支
援
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
こ
の
事
業
を
成
功
さ

せ
る
に
は
、
玉
城
の
ミ
ン
ト

ゥ
ン
の
会
等
の
事
例
か
ら
す

る
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

大
切
に
な
る
。
両
小
学
校
に

も
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
長
　
小
学
校
に
も
広
げ

て
、
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
退
職
教
員
等
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
百
人
以

上
登
録
す
れ
ば
楽
し
く
な
る
。

登
録
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
村
広
報
等
を

利
用
し
て
登
録
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
耐
震
化
が
必
要
な

校
舎
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
耐
震
診
断

の
結
果
、
津
覇
小
学
校
の
管

理
棟
、
給
食
配
膳
室
、
北
上

原
普
通
教
室
の
三
棟
で
す
。

議
員
　
耐
力
度
調
査
は
い
つ

の
実
施
予
定
か
。

教
育
総
務
課
長
　
平
成
二
十

六
年
度
は
、
津
覇
小
学
校
の

予
定
で
す
。

議
員
　
こ
の
調
査
は
五
年
前
に

や
っ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
沖
振
法
の
延
長
が
な
け

れ
ば
高
率
補
助
が
な
い
ま
ま
耐

震
化
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
早
め
に
実
施
し
て

頂
き
た
い
。
一
括
交
付
金
は
人

材
育
成
を
中
心
に
考
え
て
は
。

村
長
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

子
ど
も
た
ち
の
人
材
育
成
に

目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

議
員
　
一
括
交
付
金
の
未
内

諾
金
で
小
学
校
の
机
を
琉
球

松
で
作
る
計
画
も
提
案
し
た
い
。

地 域 防 災

　　

新　垣　光　栄　議員

道

路

行

政

教

育

行

政
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金　城　　章　議員

議
員
　
庁
舎
建
設
の
時
期
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
、
検
討

委
員
会
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

村
長
　
今
年
度
で
建
設
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
場
所

の
選
定
だ
と
か
、
規
模
の
問

題
、
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
防
災
タ
ワ
ー
の
兼

備
、
こ
の
中
に
避
難
す
る
箇

所
と
し
て
の
庁
舎
が
必
要
に

な
る
と
、
お
の
ず
と
海
抜
が

そ
ん
な
に
高
く
な
い
と
こ
ろ

に
庁
舎
は
建
設
す
べ
き
だ
と

い
う
の
が
私
の
持
論
で
あ
り

ま
す
。

議
員
　
庁
舎
建
設
基
金
と
予

算
の
確
保
は
、
今
後
の
基
金

積
み
立
て
は
ど
う
な
の
か
。

副
村
長
　
今
現
在
高
で
二
億

二
千
万
円
の
積
立
額
が
あ
り

ま
す
。
今
度
の
当
予
算
で
も

二
千
万
円
積
み
立
て
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
あ
と
三
年
、
四
年
、

ぐ
ら
い
で
四
億
か
ら
五
億
円

ぐ
ら
い
ま
で
は
積
み
立
て
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

中
城
南
小
学
校
の
建
設
で
毎

年
一
億
円
ず
つ
積
み
立
て
て

き
ま
し
た
の
で
、
十
分
で
き

る
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
厳
し
い
財
政
で
す
が
、

古
い
庁
舎
で
す
の
で
、
先
に

建
設
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

村
長
が
望
む
歴
史
資
料
館
で

す
が
、
防
災
タ
ワ
ー
を
兼
ね

て
作
る
の
で
な
く
、
城
跡
の

近
く
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
図
書
館
は
庁
舎
の
中
に

複
合
で
作
る
べ
き
と
思
う
が
、

予
算
〔
交
付
金
〕
が
確
保
で

き
る
か
ら
公
共
施
設
〔
箱
物
〕

を
作
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。
村
の
財
政
と
し
て
の
将

来
的
な
負
担
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

副
村
長
　
歴
史
的
資
料
館
、

図
書
館
の
総
事
業
費
は
交

付
金
事
業
で
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
庁
舎
は
交
付
金

事
業
で
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

一
般
財
源
で
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
代
物
で
す
。

歴
史
資
料
館
、
図
書
館
の

総
事
業
費
は
約
五
億
円
と

見
て
、
二
割
の
一
億
円
が

村
負
担
に
な
る
と
思
い
ま

す
村
立
図
書
館
は
現
在
、

補
助
事
業
が
無
く
な
っ
て

お
り
、
交
付
金
事
業
を
活

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
図
書
館
建
設
の
必
要

性
は
分
か
り
ま
す
が
、
古
い

庁
舎
の
建
て
替
え
が
先
だ
と

考
え
る
。
災
害
が
起
こ
る
前

に
早
め
の
建
て
替
え
が
着
手

で
き
る
体
制
を
整
え
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
財
政
の
確
保
も
厳
し
い

で
し
ょ
う
が
、
何
か
ら
先
行

す
べ
き
か
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

※
他
に
交
通
問
題
、
排
水
路

問
題
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

庁舎建設と
　　　　財政

2012

4～5月

閉会中
の動き
閉会中
の動き

　
こ
れ
ま
で
紙
面
の
都
合
で
、
閉
会
中
の
議
会
活
動
状
況
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
動
き
を
追
っ

て
み
ま
し
た
。

　
定
例
会
な
ど
議
会
開
会
の
冒
頭
、
議
長
よ
り
「
諸
般
の
報

告
に
つ
い
て
」
読
み
上
げ
、
近
々
の
閉
会
中
の
活
動
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

所
属
議
員
の
動
き

議

長

の

動

き

例
月
現
金
出
納
検
査
の
報
告

　
議
会
よ
り
一
名
の
村
監
査
委
員
が
選
出
さ
れ
て
お
り
月
毎
の
例
月
現
金
出
納
検
査
の

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

中
城
村
北
中
城
村
清
掃
事
務
組
合
議
会

中
城
北
中
城
消
防
事
務
組
合
議
会

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
議
会

　
複
数
の
自
治
体
で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
議
会
及
び
広
域
連
合
議
会
よ
り
議
事
の

経
過
及
び
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

四
月
二
〇
日
（
金
）
　
中
部
町
村
議
会
議
長
会 

定
例
会
（
嘉
手
納
町
）

四
月
二
七
日
（
金
）
　
沖
縄
県
町
村
議
会
議
長
会
（
自
治
会
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
：
平
成
二
四
年
度 

県
・
市
町
村
行
政
連
絡
会
議

五
月
　
八
日
（
火
）
　
中
部
町
村
議
長
会 

臨
時
会
（
嘉
手
納
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
：
『
普
天
間
飛
行
場
が
嘉
手
納
基
地
へ
の
統
合
に
繋
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
定
移
設
に
断
固
反
対
す
る
決
議
』

五
月
一
六
日
（
水
）
〜
一
九
日
（
土
） 

事
務
局
長
同
行
（
青
森
県
三
沢
市
、
藤
崎
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
部
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
県
外
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
：
基
地
行
政
全
般
、
観
光
・
特
産
品
振
興
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

五
月
二
三
日
（
水
）
　
中
部
町
村
議
会
議
長
会
（ 

嘉
手
納
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
：
一
括
交
付
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
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米海兵隊の垂直離着陸輸送機「MVオスプレイ」の
普天間飛行場配備計画に断固反対する意見書

※同様に抗議決議も採択し、米国大統領、米国務長官、米国防総省、駐日米国大使、在沖米国総領事へ送付した。

　復帰40周年の節目の年に、激しい怒りをもって「普天間飛行場の早期閉鎖・返還と、あら

ゆる県内移設に反対」している沖縄県民の思いを、嘲笑うかのように日米両政府
は、米海兵隊・垂直離着陸運輸送機MV22オスプレイを、普天間飛行場に
本格配備する計画を着々と進めている。
　オスプレイは、開発段階から墜落死亡事故などが多発し、危険性が再三再四指摘されてき

たが、実際に去る4月11日にモロッコで死亡者がでる墜落事故を起こしたばかりか、6月13日

にも米国内で墜落事故を立て続けに起こしている。恐れていたことが現実となり、県民にも

大きな衝撃と恐怖を与えている。

　これまでオスプレイの安全性を強調していた政府の説明は、完全に失墜し
たにもかかわらず、森本防衛大臣は、同計画を推し進めようとしている。
日本政府の米国追従の姿勢と沖縄への構造的差別に対して、激しい憤りを禁じ得ない。

　そもそも、普天間飛行場の移設問題の本質は、住宅地の中心に存在する「世界一危険な」

同飛行場の早急な危険性の除去にある。世界一危険な普天間飛行場に、墜落死亡事故
が多発している危険きわまりないオスプレイを配備する同計画は、まさに「危険
性の機能強化」であり、断じて許されるものではない。まさに、県民の生命と人権の軽
視であり、愚弄であり、怒りをもって同計画を糾弾する。
　本村では、2004年8月13日に起きた沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落・炎上事故以降、普天
間飛行場を離着陸する米軍ヘリの飛行ルートが本村、西原町側を迂回する
よう変更され、騒音被害は著しく悪化し、村民からの不安の声は増大している。
　同計画は本村上空に危険きわまりないオスプレイが飛行することであり、
村民をはじめ、県民に騒音被害、墜落の危険と恐怖を押しつける以外のなにものでもなく、

看過できない。

　よって本村議会は村民の生命、財産、日常生活の安全と平穏を守る立場から、下記事項に

ついて強く要求する。

記

1　日米両政府は、MV22オスプレイの普天間飛行場配備計画を撤回すること。
2　日米両政府は、普天間飛行場の危険性除去のため、早期閉鎖・返還すること。
3　日米両政府は、普天間飛行場の閉鎖・返還時期を明確にすること。
4　日米両政府は、沖縄県の基地負担軽減を着実に実施する事。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成24年7月9日
沖縄県中頭郡中城村議会

（宛先）
内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、外務大臣、防衛大臣
沖縄及び北方担当大臣、外務省特命全権大使（沖縄担当）、沖縄防衛局長



中城村議会だより 2012年８月20日　第32号（10）

　
去
る
六
月
二
十
一
日
、
中
城
小
学
校
・
七
月
十
一
日
に
津
覇
小
学
校
の
両
校
に
於

い
て
、
地
震
発
生
後
の
津
波
襲
来
を
想
定
し
た
大
規
模
な
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
今
年
度
、
村
内
各
学
校
に
新
設
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
防
災
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
初
の
取
り
組
み
で
、
国
・
県
の
担
当
部
局
か
ら
の
視
察
も
行
わ
れ
た
。

　
検
証
の
中
か
ら
、
実
際
の

災
害
発
生
時
想
定
さ
れ
る
べ

き
事
態
に
、
避
難
経
路
途
中

に
あ
る
国
道
を
横
断
す
る
と

い
う
事
案
が
生
じ
る
。
国
道

横
断
に
際
し
て
は
平
時
で
さ

え
交
通
事
故
の
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
る
所
で
、
緊
急
避
難

の
際
、
二
重
三
重
に
危
険
度

が
増
す
と
言
う
非
常
事
態
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
事

実
そ
の
場
所
（
国
道
３
２
９

号
中
城
小
バ
ス
停
付
近
）
は
、

過
去
に
於
い
て
も
た
び
た
び

児
童
の
交
通
事
故
が
発
生
し

て
い
る
危
険
箇
所
で
も
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
、

中
城
村
議
会
に
於
い
て
は
、

地
域
住
民
、
児
童
の
安
心
安

全
を
確
保
す
る
上
で
も
、
横

断
歩
道
橋
設
置
の
必
要
性
を

共
通
認
識
し
、
去
っ
た
七
月

九
日
の
臨
時
議
会
で
「
横
断

歩
道
橋
設
置
要
請
」
の
発
議

提
案
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
国
の
内
閣
府
・
南

部
国
道
事
務
所
へ
の
要
請
行

動
を
、
村
議
会
、
行
政
、
教

育
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連

携
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
了
承
さ
れ
た
。

国
・
県
の
担
当
部
局
か
ら
も
視
察

ー
村
議
会
、
国
へ
“国
道
3
2
9
号
線
に
　
　

横
断
歩
道
橋
の
設
置
”
を
要
請
ー

避難訓練時の国道329号横断の様子

見えて
きた課

題

歩道橋
の必要

性

津覇小学校から裏山への避難訓練の様子



中城村議会だより（11）2012年８月20日　第32号

都城市高崎一般廃棄物最終処分場

クリーンコアたかざき

平
成
二
四
年
七
月
三
日
（
火
）
〜
六
日
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
察
地
：
宮
崎
県
都
城
市
、
熊
本
県
八
代
市
、
山
口
県
下
関
市
　
　
　
　
　
　

参
加
者
：
事
務
局
職
員
四
人
、
与
那
原
町
三
人
、
西
原
町
三
人
、
南
城
市
三
人

南
風
原
町
三
人
、
中
城
村
三
人
、
北
中
城
村
三
人

人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
を
め
ざ
し
て

新垣善功 議員金城章 議員伊佐則勝 議員

宮崎
都城市高崎一般廃棄物最終処分場

クリーンコアたかざき

　
四
月
九
日
開
会
の
臨
時
議
会
で
、
し
尿
等
下
水
道
放
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理

運
営
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、
東
部
清
掃
施
設
組
合
へ
の
加
入
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
六
年
度
に
新
施
設
で
の
稼
働
移
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
先
進

地
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
議
会
か
ら
は
、

新
垣
善
功
・
金
城
章
・
伊
佐
則
勝
の
三
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　施設は高崎町
中心部にあり、
地域からの要望
（ 埋 立 物 の 飛
散、騒音、カラ
ス被害防止等）
によりクローズ

ドシステム処分場（ドーム型）となっている。環境
管理も容易で、悪臭も無くクリーンなイメージが得
られている。

宮城県都城市高崎町大牟田2079-6

八代生活環境事務組合一般廃棄物最終処分場熊本

　施設の大きな特徴は、クローズドシステムを採用してい
ることです。埋立物の飛散や臭気の拡散を防ぐ屋根付処分
場としています。また、埋立区画は、3区画で屋根を埋立
時期に合わせ移動する方式です。処分場から出る侵出水は
外に一切出さない無放流式で、処理水は全て最終処分場で
廃棄物を洗浄する散水に使用されています。

熊本県八代市氷川町宮原679-4
八代生活環境事務組合一般廃棄物最終処分場

下関環境部彦島工場【し尿・浄化槽汚泥処理施設】山口
山口県下関市彦島福浦町1-28-31
下関環境部彦島工場【し尿・浄化槽汚泥処理施設】

　し尿や浄化槽汚泥から異物を
取り除き、脱水処理・希釈して
から下水道に放流します。脱水
汚泥は、奥山工場ごみ焼却炉の
助燃に活用し、最終的には溶融
スラグとして資源化します。各
設備・機器類は、先進のコンピ
ュータシステムで、より確実で
効率のよい中央監視・制御がされています。

助燃剤として利用される脱水汚泥

中 央 監 視 制 御 室

ー
東
部
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
員
先
進
地
視
察
研
修

ー
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目
覚
め
よ
日
本
Y
政
府
は
民
意
を
ど
う
感
じ
て
い
る

や
ら
、
政
権
が
変
わ
れ
ど
も
変
わ
ら
ぬ
日
本
政
府
。
国
民

の
声
を
く
み
上
げ
て
こ
そ
国
が
繁
栄
し
国
民
が
豊
か
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
政
府
が
対
等
な
外
交
が
で
き
ぬ
、

物
言
わ
ぬ
外
交
（
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
）
の
領
土
問
題

を
棚
上
げ
し
、
一
方
日
米
安
保
条
約
、
地
位
協
定
の
改
善

も
進
ま
ず
、
米
国
に
追
従
し
山
口
県
岩
国
基
地
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
を
陸
揚
げ
し
、
十
月
に
は
普
天
間
基
地
へ
の
配
備

あ
り
き
で
の
強
行
実
施
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
県
民
の
配
備
反

対
は
元
よ
り
全
国
的
に
反
対
運
動
が
広
が
る
中
、
沖
縄
へ

の
負
担
を
押
し
付
け
離
発
着
時
に
墜
落
事
故
の
可
能
性
の

高
い
オ
ス
プ
レ
イ
を
世
界
一
キ
ケ
ン
な
普
天
間
飛
行
場
に

配
備
す
れ
ば
民
間
地
域
へ
の
墜
落
事
故
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

県
民
の
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

を
な
ん
と
し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会
」
で
の
“レ
ッ

ド
カ
ー
ド
”
で
日
本
政
府
が
目
覚
め
る
こ
と
を
願
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
城
　
章
）
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編

集

後

記

中城村の児童・生徒のみなさん、上手いも下手も関係ありません！あなたの字のままでいいんです
（ぎかいだよりの文字を横書きと縦書き）

お問い合わせは中城村議会事務局（1895-4318）まで

「ぎかいだより」の題字の募集をします

議会事務局員　比嘉　美咲
4月1日付けで、臨時職員採

用で議会事務局に配置になり

ました、比嘉美咲です。よろ

しくお願い致します。

新しい

顔

沖縄電力は液化天然ガス（LNG）発電所として中城村泊区に建設中の吉の浦
火力発電所が試運転を始め、11月から1号機の営業運転を開始する。

KEY WORD

電磁波測定調査とは
磁界測定器を用いて電磁
波を実測定し、現状の把
握を目的とする。

顔

採
択

6
月
5

日 5月3日に発生した吉の浦火力発電所低周波振動問題に関する請願書

吉の浦火力発電所の運転に関し、周辺地域への
安全対策を請願する

7月26日、構内6ヶ

所、構外12ヶ所の

電磁波測定調査に同

行した

ぎかいだより編集委員

新
垣
　
徳
正

金
城
　
　
章

新
垣
　
博
正

新
垣
　
光
栄

伊
佐
　
則
勝


